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S. スジョヨノにみる近代インドネシア⼈画家像の創出： 《チャプ・ゴー・メー》（1940）
を中⼼に 
⽻⿃悠樹（九州芸⽂館） 
 

 
インドネシア近代美術の⽗と呼ばれる S. スジョヨノ（1913-1986）が 1940 年に描いた《チ
ャプ・ゴー・メー》は、そのテーマや様式の特異さから、インドネシア近代美術史における
重要性が指摘されてきた。しかし、これまで詳細な作品研究はほとんど⾏われてこなかっ
た。本発表では、モティーフを詳細に検討し、当時の社会状況と照らし合わせて考察するこ
とで、本作が当時のバタヴィアの混⾎的な⽂化状況を反映したものであることを明らかに
した。 


